
人権の広場

女
性
の
た
め
の
特
設電

話
相
談

毎
週
水
曜
日
（
第
５
週
、
祝

日
除
く
）
に
実
施
し
て
い
る
女

性
の
た
め
の
電
話
相
談
を
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
の
期
間
で
あ
る
11
月
の
次

の
日
時
に
行
い
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
る
の
で
安
心
し
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
14
日
㈯

●
午
前
10
時
〜
正
午

●
午
後
1
時
〜
3
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
４
６
９
・
７
４
０
２

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
無
料
（
通
話
料
は
本
人

負
担
）

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

　

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
７
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
受
付
：
午
後
３
時
30
分

ま
で
）

場
所　

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
無
料

11
月
は
「
大
阪
府
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
推
進
条
例
」
啓
発
推
進
月
間

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
ゆ
る
さ
へ
ん
！

　

人
種
ま
た
は
民
族
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
、
い
わ
ゆ
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
人
と
し
て
の
尊

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

大
阪
府
公
安
委
員
会
指
定
犯
罪
被

害
者
等
早
期
援
助
団
体
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
件
・
事
故

の
被
害
に
あ
っ
た
人
へ
の
相
談
、
付

添
い
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
電
話
…
☎
06
・
６
７
７
４
・

６
３
６
５
（
月
〜
金
曜
日
〔
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
〕
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
）

●
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎
０

５
７
０
・
７
８
３
・
５
５
４
（
年
末
年

始
除
く
午
前
8
時
〜
午
後
9
時
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://w

w
w

.ovsac.jp/

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
・
支
援
無
料
、
秘
密
厳
守

厳
を
傷
つ
け
、
差
別
意
識
を
生
む
こ

と
に
つ
な
が
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で

す
。

　

府
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
禁

止
し
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な

い
」
と
い
う
共
通
認
識
を
社
会
に
根

付
か
せ
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し

て
、
令
和
元
年
11
月
１
日
「
大
阪
府

人
種
又
は
民
族
を
理
由
と
す
る
不
当

な
差
別
的
言
動
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」（「
大
阪
府
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
解
消
推
進
条
例
」)

を
施
行

し
ま
し
た
。

　

条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
、
全
て
の

人
が
お
互
い
に
人
種
や
民
族
の
違
い

を
尊
重
し
あ
っ
て
共
生
す
る
社
会
を

築
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

府
人
権
局
人
権
擁
護
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
２
）©オサ

広　告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 ウィット（☎ 072-668-3275）へ 22広報いずみさの　　　　　　 2026.11
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人権の広場

　　　　　　　　　　12月4日～10日は人権週間
泉佐野市人権のつどい

日時　12月5日㈯ 午後1時30分～4時
場所　エブノ泉の森 小ホール
内容
【第1部】
●式典…午後1時30分～
●講演のつどい…午後2時～3時
「あきらめない心」
講師　ちゃんへん.さん（パフォーマー）
【第2部】泉佐野市小・中学生人権作品コンテストの
最優秀賞・優秀賞受賞者の表彰…午後3時10分～4時
　最優秀作品の朗読（作文・読書感想文・詩の部門）
人権作品コンテストの優秀作品を展示します。（各部
門の最優秀賞・優秀賞・入選を受賞した作品）
定員　400人（先着順）
主催　泉佐野市、泉佐野市教育委員会、（公社）泉佐
野市人権協会、岸和田人権擁護委員協議会泉佐野市
地区委員会、泉佐野市人権を守る市民の会
申込・問合先　11月2日㈪ 午前9時～12月4日㈮ 午
後5時に電話、FAXまたはeメールで氏名、電話番号、
人数を記入し、人権推進課（eメール：jinken@city.
izumisano.lg.jp）へ。二次元コードからも申込可
※参加無料。手話通訳・一時保育（若干名、1歳～就
学前・先着順）あり、希望者は申込時に（締切：11月20日㈮）
展示期間・場所
●12月5日㈯ エブノ泉の森 小ホール（正午～午後4時）
●12月7日㈪～14日㈪ 市役所1階ロビー（最終日は午後4時まで）

◀
申
込
フ
ォ
ー
ム

〈プロフィール〉
　京都府宇治市に所在を置くウトロ地区で生まれ育つ。
中学2年生の時、自らパフォーマーを志し、全て独学で
芸や技を学び、中学3年生でアメリカのパフォーマンス
コンテストでアジア人初の金メダルを受賞する。
　2011年に日本の朝鮮学校を応援する朝鮮学校全国ツ
アーを開始し、2012年には
朝鮮民主主義人民共和国（北
朝鮮）で公演を成功させ、
パフォーマーとして南北コ
リアで公演を行った唯一の
人物となった。現在は「あ
きらめない心」をテーマと
して、日本語ラップと世界
最高峰のパフォーマンスを
武器に、心に響くメッセー
ジを放っている。 ▲ちゃんへん.さん

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
、
性
暴
力
な
ど
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会

形
成
の
重
要
な
課
題
と
し
て
「
第
３

次
泉
佐
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
（
第
３
次
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」
の
基

本
課
題
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」
を
掲
げ
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
運
動
か
ら
、

女
性
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す

る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な

い
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ

と
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同
を

表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の
下
に

身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し
て
励
ま

す
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
り
ま
す
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

広　告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 ウィット（☎ 072-668-3275）へ23 広報いずみさの　　　　　　 2026.11
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